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本研究グループでは日本領域再解析 RRJ-Convの計算を進めており、2021年から遡り過去 50年

間のデータセットを整備した。そのうち過去 30 年分のデータセットより、梅雨前線上に生じる

低気圧を抽出し、経年変化や低気圧の構造の特徴を解析した。 

 

11..  ははじじめめにに  
東北大学と気象研究所の共同研究により、 日本域を水平格子間隔 5km で計算する領域再

解析のデータセット(RRJ-Conv) [1]が作成された。 RRJ-Conv は従来型データのみを同化す

ることによって長期間の一貫性を維持しつつ、全球再解析では解像できない梅雨前線上の生

じる低気圧(Baiu Frontal Depressions; BFD)のようなメソスケールの極端気象の再現が期

待される。そのための経年変化の検証等に有用と考えられる。 

日本領域再解析（RRJ-Conv）の 30年間のデータセットに対し、渦および前線の客観抽出

手法を適用し、梅雨前線低気圧(BFD)を網羅的に抽出した。多数の抽出された梅雨前線低気

圧を最大時間雨量や半径によって分類しながら、分布や構造に着目しながら統計的な特徴を

明らかにした。 

 

22..  使使用用デデーータタ・・手手法法  
RRJ-Conv のグリッド値（水平格子間隔 5km・6時間毎の解析値とその間は１時間毎の予報

値）を用いる。対象期間は 1991 年から 2020 年の 30 年間のうち、各年の 6・7 月である。梅

雨前線低気圧を抽出するために、寒冷渦の客観的な抽出手法[2]を適用し、孤立渦の同定と

それぞれの半径を決定した。さらに、相当温位の勾配に着目して梅雨前線帯を客観的に決定

した。梅雨前線帯に位置する孤立渦を梅雨前線低気圧(BFD)と定義した。 

 

33..  結結果果  

33..11    RRRRJJ--CCoonnvv のの線線状状降降水水帯帯のの再再現現のの確確認認  
梅雨前線低気圧の分布と発生数について図 1に示す。BFDは日本の海上に広く分布し、特

に日本の西側に多く発生している。また東北地方や東側の太平洋にも相当数分布している。

各 BFD を時間連続性によりトラックしたところ、年間では数 10 から 100 個程度 BFD の発生

数となった（図 2）。そのうち、西日本で発生するものは 6 割以上が大雨（最適半径の内側

で最大１時間雨量 30mm以上）を伴っている。 

 

33..22  線線状状降降水水帯帯出出現現頻頻度度のの経経年年変変化化  
 

様々な半径の BFD が経度に関わらず発生している（図１）。BFD を渦半径ごとに分類したコン

ポジット解析を実施した。その結果、小さい半径（80-150km）の BFD は暖気核構造を持ち、一方

で大きな半径（350-450km）の BFD は温帯低気圧と似た傾圧構造をもつ。半径の小さい BFD ほど

大雨をもたらす割合が高くなっていた。 
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図 1 RRJ-Conv より抽出した BFD の分布（各点の色の違いは BFD の半径を示す） 

 

 
図 2 各年の BFD の発生数（黄色）と、大雨をもたらす BDF の発生数（青色）。緑線は大雨を 

もたらす割合。上から図 1 の West, Center, East に対応する経度の範囲 
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